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北海道大学寄附分野のこれまで（２０年間）

2003年～
バイオリサイクル工学講座

2006年～
不法投棄対策工学講座

2009年～
バイオウェイストマネジメント工学講座

2012年～
エコセーフエナジー分野

リサイクル
（利活用）

適正処理廃棄物の二面性
（資源 － 汚物）

2015年～
循環・エネルギー技術システム分野

2018年～２０２１年
バイオマスコミュニティプランニング分野（第１期）

２０２１年～２０２５年
バイオマスコミュニティプランニング分野（第２期）

地域の価値

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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Bio-Com.P分野（第２期）の目指すところ

「社会実装」
 地域の悩みの解決の手助けを地域と連携しFSや実証試験などを行う（国家プロ

ジェクトなどの獲得も含む）

 将来に向けた土台になるような、基礎研究や実証研究の実施

 研究発表、論文、セミナー、書籍、SNSなどのアウトプットの充実

寄附分野メンバーが考える研究目的・目標

２０２１年１０月～２０２５年３月

バイオマスコミュニティプランニング分野では、廃棄物等およびバイオマス資源の循
環・エネルギー利用を通じて、持続可能な地域コミュニティを計画するための技術・
社会システムを、産官学の連携で開発し提案する。

・ 脱炭素社会・資源循環型社会の構築
・ 廃棄物、バイオマス、利活用施設の価値の最大化
・ バイオマスなど地域資源を多くの人たちに知ってもらう
・ 災害への備え

・ 地域の課題・ニーズの正しく捉える
・ 正しい情報を適正に収集・整理・公開する
・ 技術開発

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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Bio-Com.P分野（第２期）の構成

寄附会社 計１５社
岩田地崎建設株式会社、応用地質株式会社、株式会社大原鉄工所、 
鹿島建設株式会社、株式会社コーンズ・エージー、
三友プラントサービス株式会社、大成建設株式会社、
株式会社土谷特殊農器具製作所、株式会社ドーコン、ニセコ環境株式会社、
パシフィックコンサルタンツ株式会社、日立セメント株式会社、
北海道電力株式会社、株式会社鈴木商会、栗田工業株式会社

オブザーバー
北海道庁、南幌町、当別町、興部町、大樹町、石狩市、札幌市
合同会社マイクロキャタリシス、北海道立総合研究機構、
産業技術総合研究所、NPOバイオマス北海道
北海道土地改良事業団体連合会

客員教授 古市 徹 特任助教 落合 知

世話役
北海道大学大学院工学研究院 循環共生システム研究室

教授 石井一英 助教 HAM Geun-Yong

２０２１年１０月～２０２５年３月

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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北海道大学寄附分野バイオマスコミュニティプランニングと
参画企業・オブザーバーの関係

寄附企業

北海道大学寄附分野

・寄附金の提供
・研究会などでの

人的資源の提供

・リカレント教育の場
・他団体との交流
・共同研究の芽

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介



5

寄附分野の活動（全体像）

HP
詳細情報を随時掲載

北
海
道
大
学
寄
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野

産官学 連携

寄附分野（1５社）

NPO法人

循
環
共
生
シ
ス
テ
ム
研
究
室

国、地方自治体など

研究活動の発信

セミナー
年３回開催

シンポジウム
年1-2回開催

論文・研究発表
学会等に積極的に投稿・発表

外部の方との研究交流

研究活
動内容

話題提供

年間の
研究成果

交流での議論

研究成果
の発表

公
開
の

お
知
ら
せ

リ
ン
ク

交流活動内容

外

部

の

方

々

広く情報
を公開

成果報告

話題提供

202４年３月１１日（月）
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寄附分野の研究スタイル

研究会メンバーで興味
のあるテーマを選出

複数の研究テーマ
の大枠を設定

詳細な研究内容を決定調査・ヒアリング・計算・情報整理

テーマ毎にメンバー
を募りプロジェクト
（PJ）を作成

学会発表、セミナー、論文、書籍

修正・改善

新たなアイディア

自治体、地域に還元

多種多様な業種・企業・自治体・
専門が集まって、「自ら研究を作
り・進める」という研究スタイル

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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Bio-Com.P研究テーマ設定（２０２３年６月時点）

PJ１：廃棄物広域処理プロジェクト（第１期の発展と社会実装）

PJ２：興部町プロジェクト

PJ６：メタン発酵施設の運転管理と槽内微生物群集に関
する研究

PJ３：とかちプロジェクト(酪農地域の物質循環（市町村単位＆とかち圏など広域的な視点）

◆新事業創出グループ

◆ CE（サーキュラーエコノミー）グループ

◆地域脱炭素グループ

◆CNP循環（フロー・ストック）グループ

社会実装
（個別具体案件）

知見・情報の集積
＆

アイディア
研究の芽

PJ５：国内外先端技術・事例プロジェクト

PJ４：北大＆札幌市プロジェクト

※PJ：プロジェクト

・地域特徴を反映した街づくり計画＆地域脱炭素計画を作成（作成に至る過程のマネージメントを含む）
・コミュニティからのボトムアップ型のまちづくり手法の模索

・家畜ふん尿、消化液、地域エネルギーに係るCNP循環を実自治体の情報に基づき精緻に見える化
・消化液利用の現状把握と課題の整理を通して、研究・実務の芽を整理

・大学のシーズと地域のニーズの整理・見える化
・大学を対象としたローカルゼロカーボンと資源循環の可能性

・対象市町村（および広域化）の地域特性を考慮した将来廃棄物処理の在り方を定量的に評価、自治体に提案

・知見の集積を目的とした調査と情報共有、さらに研究会などで幅広い方々からの話題提供を募る

・微生物学的知見と、実際のプラントの運転管理情報とをリンクさせ、メタン発酵施設の適正な運転に資する微
生物的＆工学的知見を整備する。

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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PJ2:興部町プロジェクト

＜興部町役場ゼロカーボン勉強会（計４回）＞

第1回 「知る」

第2回「考える」

第3回「自分事」

【目的】 地域特徴を反映した街づくり計画＆地域脱炭素計画を作成（作成に至る過程のマネージメントを含む）

「興部町町役場地球温暖化
防止実行計画」の作成

第２次興部町役場地球温
暖化対策実行計画（事務
事業編）の中で、策定まで
のプロセスを明記

排出量チーム
：興部町のGHG排出量と固定量の
精緻な算出（※手法の整理を含む）

コミュニティチーム
：コミュニティづくりへの学からのア
プローチの実践と整理

PJ２全体
：区域施策編作成に向けたアドバイ
ス

ボトムアップ型脱炭素施策を実現する
ために…

引用 https://www.town.okoppe.lg.jp/cms/section/kikaku/jimujigyo1.html

NEXT STEP

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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PJ2:興部町プロジェクト

排出量チーム

① 電気利用に由来する排出量

コミュニティチーム

② 化石燃料利用に由来する排出量

[需要側] 町内モニターを募り、
電力使用量の情報提供

将来的に興部町自身でデータ収集ができる
仕組みづくり

[供給側] 興部町全体への供給量
（変電所より）

町内の灯油・ガソリン等の油系のエ
ネルギー供給事業者と、ガス供給事
業者と興部町との情報提供の合意
形成

町内コミュニティの見える化・特徴整理

1st step：地域に存在するコミュニ
ティの把握

2nd step：コミュニティの構造解析と
アプローチ方法の検討

3rd step：コミュニティへのアプロー
チおよび結果の検証方法の整理

どういう属性のコミュニティに、どのよう
にアプローチすることが政策（脱炭素）決
定に有効か？

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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PJ2:興部町プロジェクト

排出量チーム 将来的に興部町自身でデータ収集ができる
仕組みづくり

① 電気利用に由来する排出量

[供給側] 興部町全体への供給量 （変電所より）

[需要側] 町内全戸対象に、電力使用量の情報提供のアンケート

１６００世帯にアンケート配布

過去１２か月間の電力
使用量を把握

２７９通の返
信があった。

※3/7時点

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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PJ2:興部町プロジェクト

コミュニティチーム どういう属性のコミュニティに、どのようにアプ
ローチすることが政策（脱炭素）決定に有効か？

興部町にちなんだ環境クイズ

８月５日（土）～8月６日（日） 第３８回おこっぺ夏祭り＠興部町

においの測定体験バイオマス活用のビデオ上映 バイオガスプラントの大切さを説明

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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PJ３：とかちプロジェクト

【目的】家畜ふん尿、消化液、地域エネルギーに係るCNP循環を実自治体の情報に基づき精緻に見える化＆将
来の地域エネルギー・地域バイオマスの利用を考慮した時のCNP循環を定量的に評価

酪農家

濃厚飼料

生乳

堆肥
液肥

バイオガス
プラント

再生敷料

デント
コーン

牧草

乳牛
肉牛

450 t/年

498 t-N/年

2,297 t-N/年

28 
t-N/年

消化液

7t-N/年

148 t-N/年 ふん尿

敷料

土壌
N2O

457 t-N/年

地下

NH3

369 t-N/年

377 t-N/年

肥料

264 t-N/年

418 t-N/年

265
t-N/年

1,026 t/年
118 t-N/年

6 t-N/年

1,058 t-N/年

地域外

地域内

学術論文での公開2)

図：ふん尿処理100t/dayのBGPが5基稼働した際の窒素循環の様子1)

引用：1)古市徹，石井一英：バイオマスコミュニティプランニング～ローカルSDGsの実践，環境新聞社，2022年
2)和田年弘、本間隆、落合知、石井一英、古市徹：炭素・窒素循環ンから見るバイオガスプラント導入の環境効果の評価手法の提案，土木学会論文集G（環境），77(6),Ⅱ_171-１８１，2022

BGP導入による炭素・窒素の循環への効果の評価

消化液＝バイオ液肥の利用実態の調査

・どのような利用をされているのか？
・消化液を作る側（BGPなど）、使う側、原料を送る側のメリットや課題は？
・消化液利用後のモニタリング状況は？ ・・・

消化液をとりまく現状の把握と課題
（実務的・研究的要素）の整理

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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PJ３：とかちプロジェクト

https://www.jora.jp/news/20497/

PJ3では北海道内８か所のバイオガスプラントを調査

【施設概要】

【バイオ液肥利用状況】

【バイオ液肥成分】

バイオ液肥活用による波及効果＆特徴

全施設同一条件で分析

バイオ液肥生産量、BGPでの貯留量、散布面
積、散布方法など

BGP設置目的、原料の種類、原料別
搬入量、発電量、固液分離の有無

化学肥料の代替可能量

日本有機資源協会様からの受託

バイオ液肥活用先進事例集の作成

例）

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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寄附分野の活動

◆セミナー＆シンポジウムの開催
札幌や東京だけでなく、地方開催も予定

◆研究会

１～２カ月に１回程度開催し、メンバー全員
（50名程度）で研究活動＆意見交換＆勉強
※基本的には現地とオンラインのハイブリッドで開催

※2019年9月開催シンポジウムの様子

◆施設見学会

PJごとに少人数3~10名程度の少人
数による議論を実施
※基本的にはオンライン

◆PJミーティング

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介



15ロバスト拠点成果報告会の開催について

ロバスト拠点成果報告会プログラム概容
日時：3月21日(木)9時15分～10時45分

13時30分～16時30分
場所：北海道大学工学部オープンホール

【プログラム】
1. 第１部 9時15分～10時45分
「ロバスト拠点事業6年間の成果報告会」

  〇寳金総長 開会挨拶
〇石井代表より6年間の事業成果報告
〇ﾛﾊﾞｽﾄ拠点で獲得した大型外部資金の代表者より、
プロジェクト概要説明
5プロジェクト（農学2名、水産1名、工学2名）
〇増田理事 閉会挨拶
終了後・・・・名刺交換・交流会

2. 第2部 13時30分～16時30分
「R5年度 ロバスト支援研究課題成果報告」
   〇10課題の研究成果報告

３．懇親会 17時30分～19時30分(会費制)
場所：カフェ de ごはん(北大構内)

お申込みはQR、または公開資
料に記載されているURLより
お願いいたします。
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ご清聴ありがとうございました。

北海道大学バイオマスコミュニティプランニングHP

https://hokudai-biocomp.jp

お問い合わせ：北海道大学 落合 知
e-mail: ochiai.satoru@eng.hokudai.ac.jp

北海道に限らずBio-Com.Pの活動は全国を対象としております。

寄附分野の活動にご興味を持った方は、ぜひご連絡ください。

202４年３月１１日（月）
北海道大学バイオマスコミュニティプランニングの活動紹介
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